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.

.

. 

.

.
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.
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• 
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.

.

.
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:
. 

.

.

. 

- 

. 

'

.

.
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. 

:
• 
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•
'

I
K

ふ
事
が
注
目
杧
價
す
る
ゃ
盖
し
フ
イ
ッ
へ
グ
ャ

.
1
は
過
派
期
.
^
&
5
.
泽
§

^:
;
.̂
0

^

>

|通
じ
亡
は
或
程®
迄
物
賈
水.寧
が
方
^
式
の•

.他
の
要
素
れ
猶
動
ゆ
獨
贫
的
^-
'
脱
因
ず
ぁ
を
歌
を.認
か
る
.か

が

^
る
o 

:即
ち
過
渡
期
そ
の̂,
0
に

就

七

ぬ「

之
をi

t

成
■す
る
變
動
は 

貨

幣

數

量

の

變

動

で

方

程

成

の

：他
の
耍
素
か
變

»;
货
も
、.或
は
全
要
素
呤
變
動
で
も
ぁ
り
得
る

6
而
し
て
通
例
は
金
要
素
が
含
ま

れ
る
が
生
た^;
'
要

素

签

黑
1:
.で
あ
各」

と
見
る
0;(

#
萝

宅

沒
0:
.
;ザ

^
^ ̂

^

- 

.

.

. 

..
 

• 

..... 

.
:
•
.
.

.

.
'
.
此

の

彼

の

過

渡

期

に

關

^
る
議
諭
が
其
：の
棄
氣
循
環
論

(

彼

の

所

謂
0
2荩
 

へ「

.I
t
の
過
渡
沏
の
一 

時
的
級
糾
を
出
發.點
ゼ
レ
て
フ
七
ッ
ジ
ャ'
丨

.は
其
處
に
經
濟
恐
慌
の
發
生
地
；を
示
さ
ん

.と
ず
る(

>

.
§
を

&

^Di
e

 

Q
u
a
n
t
i

FXtsthe 

o
n

ダ als 

G
m
n
d
i
a
g
e
'
d
e
r
.

 K

o'n
j
g
k
t
u
r
f
o
r
s
c
h
u
n
g
^

 

1929_ 

s. 

-
l
o
ch
o
o 即
フ
イ
ッ
シ
ヤー
に
货
れ
f「

過
度 

5
は
ト
-辱

成
1

下
嗶
す

.る
物
頃
に
ょ.り
特
徵
づ
け
ら
れ
る。
_ 

:

.

.

物

價

上
-#
は
、
恰
も
傾
斜
商.が

平

，な

平

地
^
り
^
な
高
地
へ
の
推
移
を
示
す
如
く
、
低

.い
物

)

':
;

-

 

L
, 

. 

. 

•
: 

-
f 

— 

- 

.

.

.

. 

' 

' 

I 

•'
.
. 
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.

. 

-
• 

' 

•

•
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.

> 

• 

. 

• 

. 

. 

.

:
- 

■
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.

.

.

.

質
水
维
ょ
り
高
い
彻
價
水
準
へ
の
移
行
を
示
す

JO 

CFisher, 

ibid,.p, 

5
6
)

此
の
物
擅
の
上
昇
或
は
下
降
に
際
し
て
の
利
子
率
調
整 

^
嬰
因
が
本
質
的.欺
.要
性
を
有
丄

「

過
渡
期
：を
通
じ
て0
利
子
率
.の
特
辦
の
態
樣
が
、
其
處
に
於
て
物
價
運
動
が
終
息
，

る
所
の
、
恐
慌

•i. 

. 

.

.

.

.
V 

•
. 

+
.
r 

. 

- 

•
• 

. 

-
、
■ 

.

.

. 

.

. 

- 

.

.

.< 

.

承

篇

期

舊

彥

原
■
意

る

.

J'.:，
F
i
s
h
e
r
,
J
b

:̂F

、

ノ
物
氣
騰
貴
に
，

し
て
、
其
の
年
々
の
騰
貴
率

|
.
ー
分
と
す
れ
ば'正
.常
利
率(

.物
價
安
定
の.際
の
利
率>
は

貨

幣

價

値

の

，
低

.下

を

全

然

或

贫

至

七

分

程

度

M

高

ま

、
る

に

週

ぜ

な

.い
。

「

而
か
^
吾
人
は
事
業
取
引
杧
於
次
度
幣
を
1
の
安
定
的
な
物
と
し
：て
考
ベ
名
■

に
慣
れ
て 

ゐ
る
。
o;
ま
り
1
間
0
經
趣
を
考
慮
せ
ず
に

「

ー
弗
を
常
に..

I

弗
^
し
て」

與
へ
名
：̂
で
、
^

の
_
馨
の
過
程
に
厭>
、
な

が

.ら

服

從

し

フ
 

あ
つ
て
典
れ
を
非
胄
に«
く
且
不
完
全
な
も
の
と
す
る
。
_…

此
の
調
擊
の
木
適
應
及
綏
慢
性
は
東
に
利
子
率
を
任
意
に
敗
く
維
持
せ 

ん

.̂
す
る
法
#!
及

.習

憤

に

ょ
0
て
助
成
さ
れ
る

J 

(Fisher, 

ibid. 

p

r

5.7-5

00,
)

斯
く
て
彼
は
物
價
水
準
に
於
け
る
變
動
に
利
子
舉 

が
k
li
rr
'
る

遲

，れ

を

强

調

す

る

0,
そ

し

て「

何
等
か
の®
少
な
*

^

g

M亂

，が
交
換
方
程
式
の
何
れ
か
の
迤
素
に
生
ず
る
と
、
之
が
利 

子
^ ,
變

動

，
の

遲

^

を

通

じ

て

累

積

す

.る」(Fisher, 

ibid, pp. 

,
5
.
00
-
S
9.

)

，
と
解
し
、.，
此
h
際
彼
は
金
本
位
制
度
下
に
於
け
る
此
の
端
初

.

.
,
'
L 
’ 

-■ 

. 

.

.

. 

.

. 

- 

.

. 

... 

,、
'

•,.

.

.

-. 

.

.. 
' 

.
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., 

.

.

.

.

. 

• 

• 

. 

.

.

. 

..•' 

W

妳

證

^
、
，窜

备

盤
«
め

麓

動

：
に

歸
1
、'此

(0
貨

激

數

量

；

0
變

動

を

金:0 

:
:響

祀

對
:1
>
利

：参

亦»
は

龙

か

事

次

以

，
て

^

^
環
の
.原
因
と
す#
。
、
所
で
彼
ネ
芷.常
调
_
^
贺

へ
-る
。
從

つ

て

金Q

I

Q

Sに
ょ
4

1

1

す

る

と

編
i

_

l

i
上
昇
す 

\
經
濟
的
摩
擦
の
饬
め
直
ち
に
變
動
す
る
事
な
く
、
直
接
に

.は
貨
幣
利
率
が
正
：常

！
#

^
及

下

廻

：は

る

の

：
で

、

.：
坐

產

费

の

：1

構
成
要
素
た 

货
箝
的
骨
氣
理
输
上
に
於
け
る
金
利
の

-地
位
に
孰
て
，

 

, 

O

S

-
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■̂
胳

的

霞

理

詾

上£
於
^

:.
5

^

の̂
^

^
に
^

， 

六

八

(

三
5
1〕

_

蘭

の

上

昇
S

れ

に

ょ

り

企

業

家

篇

別

の
_

■

縛

；
る

嫌

面

枣

借

手

：
は

貸

手

兮

遽

:金
：1

^
安

い
;0
%
利

用

，し

て

：
儀-0
«
張
借
入
金
の.增
加
.を
爲
す
の
で.、：

銀
行
の
短
^
員 

_

1

;

|

^

1

:

:

^

|

^

|

^

^

^

;«
1

_
せ
1

:^
_

_
の

騰
;«
に
%
摩
\|
:

.»
け

;:
|
: '、
.一

 

方
;«
幣
利
寧
も
纖
分
上
昇
す'る
.が

倚

依
 

論

■
爾

:.
i
E養

謹

_

_
，
％
雪
^

:

%憤
の
_
貴
は
党
オ
超
過
：
*
て̂
餘
:̂
あ
^
程
度
；に_
る
。
へ
斯 

_ヾ

撕
！
^

環
''
^
管
.翁

為

り

、̂

出
^

-(
0
增
.
、̂
信

用

の

樣

裏

粟

水

物

債

騰

貴

を

激

北

ず

る

。
：
フ
ィ
ッ
シ

^
丨
に
ょ
れ̂

::
f
f
l
l
雀

，
M
權

卿

_
潰
^
首
ち
艰
腐
す
タ
哪
闲
め
あ
；泛_

0
事

象

そ

發

動

：せ

し

.寶

(

物

:«
の
騰
貴
は
物
價€>
騰

貴

此

の

 

遺

.测
斤
率
が
1£
常
的
の
次
さ'以

下

，に

在

洛

限

，

0

:繼
續
^
る」

：CF
i
f
r
,

 

ibid. 

b
,
5
0
,

)

'

'

一
一.ハ
I

v:
r
省

續

编

淑

凇

開

應

に

着■
奮

策

的

と
;'
^
，

而

か1
悉

傾

_
が
金
利
上
拜̂

限
り
に
於
て
繁
榮
期
の
特
續
を
見
る
？

あ
る
が
、
や
が
て

.通
貨
に
對
す
る
信
用
の
膨
脹
_

が
過
大
と
な

b
.銀
行
の
.貸

附

資

金

の

謹
 

‘を
來
し
.
僧
用
膨
脹
の|&
|
滑

な

る

進

行

奮.げ

ら

れ

る

に

運

突

、
，余

利

の

急

漂

生

じ

來

り

、

^

し
て
、
そ
れ.が
物
價
の
：騰̂

付
く
に
•至
る
や
否
や
全
局
面
は
一
變
す
3
福

^

ク
.

_

緣

逢 

.
 

^

■

规
^
|
?
下̂

サ

-;
^

: ^?

:;^

減
'®
^
觀
对
添
背
を
潘
じ
、
そ

の.^
果
截
行
.の
^

出
潜
減
或
は
间
收
金
必
然
な
ら
し
必
、
.
金
融
の 

這
f

坐

ず

る

か

潘

禮

：

.ッ

.ク
的
な
高
：さ
に
達■

介
業
廣
^
^
^

と
し
、
汉
或
企
業
家
は‘破
產
し
そ
れ
に
從
つ
：
て
貸
附
金
人
の
需
要
は
減
少
す
る
。

即
ち
物
價
の
上
昇
運 

:'
:
f
f
i
l
Q
^

:s
f
，
漏
■
:;
:
<
t筹
ぱ
れ
る
所
の
も
の.で
あ
^
、
恐
慌
は
通
貨
が
最
も
必
要
な
時
に
欠
泛
す
る
事
に
依

b
起
.る

破

產

を

其

の.#
I
 

，す

あ
。

」
^
i
s
h
e
r
,

 

ibid. 

p, 

6
5
)

,=>
か
,

る
に
フ
ィ
ッ
シ
ヤ1

0
主
張
は
通
貨
量
の
增
大
に
よ
り
物
價
騰
貴
が
來
る
が
、
利
子
率
の
騰
貴
が
之
に
步
調
を
合
せ
ず
遲
れ
る

蓐

慢

獨

業

家
§
莉
潤
ば
咐
太
す
各
或
は
增
太
0.
豫
想
が
刺
戟
さ
れ
、
ま

す

ぐ

貸

附

需

要

を

高

め

る

、

し
か
し
銀
行
は
無
眼
に
こ
の 

貸
附
»

1

臌̂
啊
る
と
ど
は
出
來
ず
、
へ
遂
に

'は
利
子
率
を
物
價
騰
貴0
‘就
免
ま
で
，
或
は
そ
れ
以
上
の
割
合
ま
で
、
引
上
げ
ざ
る
を
得 

族

、

•£
:
.ネ
に
'至
つ
セ
物
衡
騰
貴
は
頂
點
に
達
し
、
被

落

.ベ
轉
向
ず
る

」

マ(

波

多

馨

著

景

氣

緣

昭

和.九
年
版)

f

四

〇

頁

^

而

し

で
 

物
儇
の
笊.落
が
^;
度
始
免
る
と
；、

丁
度|1
:
貴

(0
:墩
铎
と
：：闻
匕
樣
態
で
粟
積
ざ
：れ
る

0
:そ
じ
て
：恐
慌
ヒ
續
く̂
澈
期
を
^
じ
：て
.は
銀
行
の'
 

貸
：

g
H

收
或
ば
縮
少
ヴ
通
貨
流
通

M

度
の
減
退
、
物
價
の
繼
續
的
下
落
、
金
利
の
ア
胄
等
の
諸
過
程
を
經
て
囘
復
期
に
向
ふ
條
件
が
整 

備

霧

.て
來
¥

1
办

撳

合
、
、
金
利^.
譽

が

物
«:
の
騰
貴
^
遲
れ
た
と
同
様
，に
、
そ
の
下
落
は
版
慎
の
卞
落
に
遲
れ
、
ッ
又
其
の
限
り
：
 

に

於

.^
;
沈
微
^

^
榉
續
す
名
。':而
し
、
：
遂

绔「

利
子
率
の
卞
落
が
極
纖
に
達
し
で
物
價
て
落
の
率
ヒ
瘦
駕
し
、
命
業
利
濶

C
生
ず
る
に 

M

免
て
"
R企
業
敌
酸
は
刺
軟
ざ
れ
ク
孕
が
t
又
#'
僳

囘

復

の

週

程

凝

始

さ

れ

る
o
i

「(

F
l.
h
e
r
,
M.
b
i
d.
多

:;
.;
:
■:
.
.
 

'
.
.以
上
め
如
く
ゾ
ズ
十̂
シ
^

丨
把
於
て
は
金
利
ね
騰
落
が
動
機
ど
な
ク
ゼ
赍
氣

^
^
 ̂

今
此
の
見
解
を
峥
味
す
る 

^

■

ィ
“ッ
ジ
ヤ
ー
：理
論
は
均
嫩
狀
態
：の
權
成
條
件
に
敗
て
：は

.精
細
な
分
析.を
試
，̂
た

？
：然
し
彼
は

「

貨
幣 

へ
、
，
從
^
て
不
^
衡
を
尊
^!
貨
幣
交
換
方
程
式
に
：於
け
る
貨
幣
數

»:
の
聲
動
か
ら
の
み
溃
繹.し
た
.
0此
«

あ
'.

る
^
弗
：に
間
題
が
：包
蔵
す
％

、即
ち
不
均
徹

0
演
徵
以
無
批
判
的
氧
純|

&
觝
1
し
て
貨
幣
政
策
に.ょ
る
珣
衡
狀
態9/
永
續
的
1 :
'

現 

可
？̂

信
ぜ
し
*:
た
。
：瓶
'̂
-
貨
幣
,

に
依
る
物
價
安
定
に
：枸，^

、
そ
_

が
齡
濟
衣
均
き^;
釀

ま

ヤ

る

事

は

指

摘

さ

れ̂
所
で
、 

鑛

遂

爵

畫

.量

說
<7
)
紙
科
學
性
ぱ
後
の
パ
ィ
岑
ク
の
貨
幣
的
旦

1:
趣
_

^

れ
0,
'
;で
餘
尤
航̂

ぐ
勝
摘
さ.
^
^
^

.景

霧

序

興

昭

和

屮

年

版

)

五
五
丨
要
ハ
頁>
.ハ
.ィ
キ
ク
に
ょ
れ
ば

「

ヘ
ス
ィ
ッ
が
七
：
V
の
貨
幣
數
量
說
が
貨
幣
理
論
：に
，於
け
る
中

4

的
地 

位
^
暑

し

亡

：ゐ
各#S

:

不

當

：で
：
あ

态
0
み
_

夾
$

^
醇

論
.ゆ

ょ

，丨

以

上

：
の

1

歩
.に
正)

に

馨

と

な
 

桦
の
«
離
^

^
罄
ざ
札
^:
匙
解
ぼ
貨
幣
理
論0
本

來
0;
任
«
ゆ
遂
疔
忙
積
極
的
障
害̂
與
'へ
て
^-

$

^

2
敫̂
_
鼢
上
ビ
聆
に>
0余
利
0;
^;
你
に
就
：て
 

六

九

§

波
：
§'



!

«
难
时
鱟
辑
理_
上
に
.於
^.
る
余
利
<6
地
位
に
就
て
 

：
七
0

0

5'
四)

 

療
^

®
論

か
^

^
理
論
が
塊
に.弧
立
し
セ
ゐ
态
事
は
此
の
#
殊
砍
«

_

.配
化
し
だ
結
果
招
來
さ
れ
た
#.
に
#

«
あ
を
|

叱
ぁ
る 

0裏

愈

嗜

/舊

■
慣
値
e

i
て
1
愚

：蒸

馨

幣

叹

影

響

と

關

靈

：

C
存

在
L>
#;
る
如
の(

妣

ぐ

考
べ

’

其
の
價
値
を
說
明
ず
る 

诱
.め
^.
_,
'

吖
方
法
を
使il
l」

、

叉
物
價
に
及
ぼ
す
貨
幣
(0
,影
響
を
說
明
す
る
爲
め.に
.異
つ
.た

1
の
.方
法
ぞ
用
ふ
る
限
り
、
ぞ
は
貨
_

理 

論
を
純
粹
經
濟
迦
論
ょ
り
*弧
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